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2018 年シーズンにおける男子 100 m のレース分析結果
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１．はじめに

　2 年後の東京オリンピックを控え，国内の短距離

走への関心が高まる中，山縣亮太選手（セイコー）

が 2018 年 8 月にジャカルタで行われた第 18 回ア

ジア競技大会（アジア大会）男子 100 m 決勝の大

舞台で自己ベストタイ（日本歴代 2 位タイ）とな

る 10.00 秒で銅メダルを獲得した．一方，アジア大

会で優勝した中国の蘇炳添選手（Su 選手）は決勝

で 9.92 秒の記録を樹立しており，世界のファイナ

リストを目指す日本人にとって，強力なライバルで

あることを再確認させられたレースでもあった．ま

た，国内の大会においては，5 月に大阪で行われた

セイコーゴールデングランプリ陸上 2018 大阪（大

阪 GGP）決勝において，Gatlin 選手（USA）が向い

風 0.7 m/s の条件下で 10.06 秒を記録しており，世

界トップレベルの実力を示す結果となった．同レー

スでは山縣選手が日本人トップの 10.13 秒を記録し

ており，6 月に行われた日本選手権決勝では，ケン

ブリッジ飛鳥選手（ナイキ，ケンブリッジ選手）が

10.14 秒（風：0.6 m/s）を記録している．

　（公財）日本陸上競技連盟科学委員会では，これ

まで国内外の主要大会において 100 m レースにおけ

る走速度やピッチ，ストライドに関するデータ測定

を行っており，これらの結果は同強化委員会を通じ

てコーチや選手にもフィードバックされてきた．本

研究では，2018 年に科学委員会が測定を実施した

国内外の対象競技会における 100m のレース分析結

果について検討した．

２．方法

2-1．分析対象レース

　2018 年シーズンに科学委員会が測定，分析を実

施した国内 6大会およびアジア大会であった．分析

対象レースは以下の通りである．

・ 第 52 回織田幹雄記念国際陸上競技大会（織田記

念）予選，A 決勝，B 決勝

・大阪 GGP

・布勢スプリント 2018（布勢スプリント）予選，A

決勝，B 決勝

・第 102 回日本陸上競技選手権大会（日本選手権）

予選，準決勝，決勝

・アジア大会　予選，準決勝，決勝

・ 第 66 回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会（全

日本実業団）予選，準決勝，決勝

・第 73 回国民体育大会（福井国体）予選，準決勝，

決勝

2-2．測定方法

　100 m 走の撮影には 6 台のハイスピードデジタ

ルビデオカメラ（Lumix DMC-FZ300, Panasonic, 

JAPAN）を用い，スタンドから各校正点（110 m ハー

ドル 1 台目，100 m ハードル 1，3，5，7，9 台目

のグラウンドマーク）の延長線上に測定者を配置

し，各校正点が画角に収まるように配慮した（図

1）．すべてのカメラは撮影のサンプリングレートを

239.76 fps（≒ 240 fps）に設定し，測定はスター

ト時のスターターの閃光を撮影した後，全選手が

フィニッシュラインを通過するまでパンニング方式

でレース映像を撮影した．閃光が明確でない映像は，

近しい地点の映像における選手の接地の瞬間で時間

を同期し，同期に際しては少なくとも 3箇所の接地

地点の分析を行った．

2-3．分析方法

　映像分析には動画再生および編集ソフト

（QuickTimePro7, Apple, USA）を用い，いずれの
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レースにおいてもスターターの閃光をゼロとして，

各校正点をトルソーが通過したトルソーが通過した

フレーム数とカメラのサンプリングレートの逆数と

の積から走速度を求めた．その後，先行研究（小林

ら 2017，松尾ら 2011）をもとに，各地点の通過時

間をスプライン補間によって内挿することで，レー

ス全体の時間 -距離情報を取得し，求めた通過時間

と通過地点との比から 10 m 区間ごとの走速度，最

高走速度とその発現区間，および走速度低下率（最

高走速度と 90-100 m 区間の走速度との比率）を算

出した．また，通過フレーム数を求めた映像から，

4 ステップごとの接地時のフレーム数を求め，4 ス

テップに要した時間の逆数により，4 ステップごと

のピッチを算出した．上記で算出した走速度をピッ

チで除すことで，ストライドを算出した．

　本研究では，記録と最高走速度および走速度の低

下率との相関関係についてそれぞれ検討した．相関

関係の有意差にはピアソンの積率相関係数を用い，

有意水準を 5% 未満とした．

３．結果および考察

　近年，国内の男子 100 m の記録水準は向上して

おり，10.10 秒よりも良い記録を持つ現役選手は 6

名（桐生祥秀選手 [ 日本生命 ]，山縣選手，サニブ

ラウンハキーム選手 [ フロリダ大 ]，多田修平選手 

[ 関西学院大 ]，飯塚翔太選手 [ ミズノ ]，ケンブ

リッジ選手）いる．2018年シーズンの成績をみると，

山縣選手がアジア大会決勝を含む 3 レースで 10.0 

秒台を記録しており（表 1），1年を通して安定した

好記録を維持できたことがアジア大会の銅メダルに

つながったといえる．

　2018 年シーズンにおける男子 100 m の記録と最

高走速度の関係をみると，これまでの報告（松尾

ら 2017 など）と同様に，両者の間には有意な負の

相関関係が認められた（図 2）．最高走速度とその

発現区間は走加速度の大きさとその継続時間に依存

するため，好記録を樹立するためには，スタートか

ら高い走加速度を獲得し続ける必要がある．2018

年シーズンの記録と最高走速度との関係を参考にす

ると，2019 年の世界選手権の標準記録（10.12 秒）

を上回るためには，11.45 m/ 秒以上の最高走速度

が求められることになり，そのために必要な走加速

度を最高走速度に到達する 50-60 m 付近までいかに

獲得し続けられるかが重要となる．

　これまでの研究結果によると，国際大会（オリン

ピックや世界選手権）の決勝では 60 m 以降に最高

走速度が発現する選手も多いことが報告されており

（Hommel 2012，松尾ら 2016，Watts et al. 2011

など），彼らは 100 m のレース中盤においても走加

速度を獲得していることがわかる．したがって，日

本人選手の 9秒台を見据えた更なる記録向上を目指

図 1 100 m 走の測定レイアウト

図 2　 2018 年シーズンにおける男子 100 m の記録

と最高走速度の相関関係
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す上では，100 m のレース展開を様々な観点から熟

思する必要があるが，レース中盤まで走加速度を獲

得し続けることもその一助となるであろう．

　一方，100 m の記録と走速度の低下率との間にも

有意な負の相関関係が認められたが（図 3），この

結果はこれまでの報告と異なるものであった．その

要因の１つとして，10 月に行われた福井国体の記

録が影響したと考えられる．福井国体では強い向

い風の条件下でのレースを強いられたため（表 1），

各選手の最高走速度が他のレースと比較して低かっ

た分，走速度の低下率も小さかったと推察される．

福井国体の結果を除外すると，両者の相関は負から

正となり，有意な相関関係は認められなかった（r 

= 0.128 [n.s.]）．また，織田記念の A決勝（FI-A）

では，ケンブリッジ選手や宮本大輔選手（東洋大）

の最高走速度が 90-100m 区間で発現しており，これ

らの結果も記録と走速度の低下率との関係が先行研

究と異なる要因の 1つになったと考えられる．これ

らのことから，走速度の低下率はレース中の風向き

の影響を受けることもあるが，100 m の記録を短縮

させる上では走速度の低下率を最小限に抑える必要

があることも考慮に入れておかなくてはならない．

　図 4 は 2018 年シーズンに科学委員会が測定した

データの中で最も良い記録をマークした Su 選手と，

アジア大会男子 100 m で日本代表に選出された山縣

選手およびケンブリッジ選手のレースパターンを比

較したものである．100 mの記録ではSu選手が山縣・

ケンブリッジ両選手を上回っていたにも関わらず，

3 選手の最高走速度には大きな差異はみられなかっ

た．先述の通り，100 m の記録と最高走速度との間

には有意な負の相関関係が認められたが，10 秒前

後で走る選手間では一概に最高走速度の高低だけが

記録を左右するものではないことがわかる．Su 選

図 3　 2018 年シーズンにおける男子 100 m の記録

と走速度低下率の相関関係

手はスタート後の 10-20 m から最高走速度が発現し

た 50-60 m までの走速度が山縣・ケンブリッジ両選

手よりも高く，このことがアジア大会における 9.92

秒という記録の樹立と金メダル獲得につながったと

考えられる．

　走速度を決める 2要因となるピッチとストライド

のレース中の変化パターンについて，3 選手のピッ

チとストライドの変化パターンも同一ではなく，

50-60 m の最高走速度発現区間では，ピッチは Su

図 4　 2018 年シーズンの男子 100m における山縣選

手，ケンブリッジ選手および Su 選手の走速

度（上図），ピッチ（中図），およびストライ

ド（下図）の比較
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定した好記録を維持できたことが挙げられる．

・男子 100 m の記録と最高走速度との間には有意

な負の相関関係が認められたことから，スタート

から高い走加速度を獲得し続けることが重要であ

ることが改めて示された．今後，日本人選手の 9

秒台を見据えた更なる記録向上を目指す上では，

レース中盤まで大きな走加速度を獲得し続けるこ

とも重要になるであろう．

・一方，100 m の記録と走速度の低下率との間にも

有意な負の相関関係が認められたが，福井国体で

は強い向い風の条件下であったことを考慮する

と，走速度の低下率はレース中の風向きの影響を

受けることもあるが，100 m の記録を短縮させる

上では走速度の低下率を最小限に抑える必要があ

ることも考慮すべきである．

・Su，山縣，ケンブリッジの 3 選手のレースパター

ンを比較した結果，100 m の記録では Su 選手が

山縣・ケンブリッジ両選手を上回っていたにも関

わらず，3 選手の最高走速度には大きな差異はみ

られなかった．また，3 選手のピッチとストライ

ドの変化パターンも同一ではなかったことから，

高い走速度を得るためのピッチとストライドの大

きさは，各選手の身体特性や筋力を最大限生かし

た走り方に依存し，トップレベルの選手では画一

的な走り方が記録の向上に直結するものではない

ことが明らかになった．
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４．まとめ

　2018 シーズンに（公財）日本陸上競技連盟科学

委員会が測定を実施した国内外の主要大会における

男子 100 m のレース分析結果から，以下のことが明

らかになった．

・山縣亮太選手が 10.00 秒でアジア大会の銅メダル

を獲得できた要因の 1 つとして，1 年を通して安

図 5　 2018 年シーズンの男子 100m における山縣選

手，ケンブリッジ選手および Su 選手のピッ

チとストライドの関係（これまでに科学委員

会が測定した分析結果を含む）
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